
ちゅいしぃじぃ（小規模法人ネットワーク事業）那覇市社会福祉法人等施設

12月
「なは地域貢献便り」は、那覇市内の社会福祉法人等施設が、地域の応援団として取り組む情報誌です。

ちゅいしぃじぃ（小規模法人ネットワーク化事業）のホームページを作成しました　http://www.nahasyakyo.org/
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発行　社会福祉法人 那覇市社会福祉協議会 ☎098-857-7766（2023.12.1）

　本事業は、令和2年度から令和4年度までの3年間の事業でしたが、特段にて、令和 5年度まで1年延長が認められ
ました。その後、連絡協議会を開催し令和 5年度及び今後の取組について話し合い、下記の協議内容が可決されました。

　行政区によって高齢化率や交通インフラ等の地域生活課題が異なる。本年度は、行政区ごとに法人間の連携・協働を
深め、より身近なところで地域生活課題に対応できるよう具体的な協働実践の方策について検討を行います。これまで
の連絡協議会でのニーズを元に、参画法人に対するアンケート調査結果を踏まえ、7つの活動分野（①総合相談②食料
等支援③福祉教育④居場所・サポーター支援⑤移動支援⑥就労体験・社会参加活動の提供⑦その他地域関係機関と
の連携）の活動を拡げていきたいと思います。

１．
２．
３．

７つの活動分野の推進とフードドライブ運動の継続実施　　承認
生活困窮世帯応援事業　チャリティボウリング大会の実施　承認
チャリティボウリング実行委員長の選任　社会福祉法人ゆうなの会理事長　玉城篤子氏が選任

◎意見交換会では、4地区に分かれて、テーマ「各行政区毎の複数法人で連携しての地域貢献活動」について、活発な意見が交わされた。

那覇市社会福祉法人等施設連絡会「ちゅいネットなは」体系図那覇市社会福祉法人等施設連絡会「ちゅいネットなは」体系図

首里地区

お絵描き

こどもの日お年寄りとの交流
ハロウィン

こどもの日

民生委員さんと工作

本庁地区 真和志地区 小禄地区

令和5年度 第1回 四地区合同 那覇市社会福祉法人等施設連絡協議会の報告令和5年度 第1回 四地区合同 那覇市社会福祉法人等施設連絡協議会の報告

1.総合相談

①市内施設
　入会希望申込

③施設登録情報の広報
　（HP・広報誌など）

・失業して食べるものもない。
・貯金がなく、頼る人もいない。
・離婚し子どもが小さくて働けない。
・少ない年金で食が不十分。
・公共料金滞納し食べるものもない。
・単身高齢者で要支援の孤食で見守り必要
・買い物困難、通院を諦めている
・就労に不安を感じている。
・ボランティア活動の拠点がない。
・支え合いの心を育むには…？
・子育てに不安・災害時の避難場所は

身近な地域で生活に困っている方の相談を受けて
いる民生委員・児童委員、地域包括支援センター、
寄り添い支援員、困りごとを抱えた市民

④市民関係機関から
　相談・申請・問合せ

⑤1～7の支援

②登録内容確認1～7

⑥法人間の連携支援

⑦公益的な
　取組実績報告

⑧年 2回～3回
　連絡会議
　研修会実施

2.食料等支援

3.福祉教育

4.居場所サポーター支援

5.移動支援

6.就労体験
　社会参加活動の提供

7.その他の活動
　①福祉避難所
　②子育て支援
　③各種研修会出前講座等

ちゅいネットなは
那覇市社会福祉法人等参加施設

対象　市民・関係機関

制度の狭間で支援が必要な人
（生活に困っている方）

ちゅいネットなは
那覇市社会福祉法人等参加施設

沖縄県社会福祉協議会 相談員養成研修　県全域の広報周知

対象　市民・関係機関

制度の狭間で支援が必要な人
（生活に困っている方）
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連絡協議会で決まったこと連絡協議会で決まったこと （ 法人参加18箇所・10 箇所の法人は委任状提出）

連絡会構成施設の活動紹介 施設の地域貢献活動をご紹介させていただきます。

那覇市国場児童館 館長　山崎 新 氏

子どもが、地域の大人と顔見知りになる
機会をつくる

　児童館は、０歳から１８歳までの子どもが、遊びを
とおして様々な感動・喜びの経験を積み重ね、人間
関係づくりなど社会を学んでいく場で、無料で利用す
ることができます。私は、子ども達が豊かな日常を過
ごし、故郷での思い出をたくさん持って育って欲しい
と考え、一般社団法人沖縄じんぶん考房を立ち上げ、
那覇市国場児童館の指定管理者募集に応募し、２０１
３年から運営を始めました。
　児童館では、児童館内の行事のほか、国場川こい
のぼりまつりなどの地域の催しや、仲井真小学校区ま
ちづくり協議会の活動にも参加してきました。その中
で、例えば地域のクリーンアップやおまつりのなかで
児童館職員が地域の人と関わっていると、子ども達は
職員と地域の人との関係性を見ていることに気づきま
した。学校や家庭では、「知らない人に話しかけられ
ても答えない」と教えられていますが、児童館職員と
地域の人の関係性を見て、「この人は〇〇先生を知っ
ている人」と理解し、挨拶されたら返せるようになり
ます。私たちが地域の人と関わることで、子どもと地
域の人との接点を結ぶきっかけになることがわかりま
した。
　現在、国場児童館では、「子ども達に囲碁を教えた
い！」という地域の方がいたので、囲碁教室を開設し
たり、おもちゃ作りが得意な民生委員さんを招いて手
作りおもちゃ遊びの時間を設けたり、「子ども達が自

由に絵を描ける場をつくりたい！」という若手イラス
トレーターさんと一緒に、お絵描きタイムを設けたり
と、外部の方による体験の場があります。また、近
隣の沖縄大学にも定期的に福祉の講義にお邪魔しボ
ランティアを呼び掛け、大学生にも足を運んでもらう
様にしています。
　また、課題を抱えた子どもや家庭の対応のため、
近隣のコンビニエンスストアとも情報交換をしていま
したが、色々お話をするうちに、「子どものために何
かやりたい！」という提案をいただいたので、昨年は、
ハロウィンに子ども達を連れて近隣事業所を回る、道
じゅねーを行いました。ファミリーマートさんの呼び
かけで、７か所の事業所が協力してくださいましたが、
実施後に「子どもが学校帰りに挨拶してくれた。」と
喜ぶ事業所さんや、「お年寄りと子ども達との交流を
もっとしたい。」と考えた介護施設が、こどもの日に
手作りお菓子を持って児童館を訪ねてきてくれました。
介護施設とは、その後も敬老会に児童館で活動する
エイサーや、ダンスチームを招いていただき、中学生
のボランティアの機会にもなりました。
　子どもが困った時に助けを求めるには、地域の大人
と顔見知りになっておく必要があります。また、地域
に多様な大人がいる、多様な人生があることに気づ
くためにも、人と出会い、関わる機会は大切です。
そんな場づくりを、楽しみながら行っています。



　コロナが 5類に移行した令和 5年度は、あらゆる関係団体からの食糧寄贈が減少しました。一方でコロナ関
連の施策の終了に伴い、経済的に再建できていない等の理由から、食料を求める世帯数は、令和 4 年度に比べ
て増加傾向にあります。したがって、個人、企業、団体の食料品の寄贈よりも、食料を必要とする世帯への提供
数の方が多くなっています。9月以降は、ファミリーマート、郵便局等の提携でアウトリーチを始めて、寄贈の数
が上回りました。また、フードドライブの見える化として、ありがとうメッセージを集めていきます。
　引き続き、食料寄付を含め貧困をテーマにした、食料支援、チャリティーボウリングは、相談者の困りごとの解
決にも結び付くことに大きな意義があり、社会全体で考えていくことが重要であることから、ちゅいしぃじぃ事
業の重点的な取り組みとしました。

コロナ禍が終息に向かう現状においても、経済的な困窮世帯が増加傾向にあ
ります。私たち社会福祉事業に従事する者が、生活困窮世帯への支援活動と
して、多くの方々がボウリングを楽しみながら、誰しもが生活困窮となりえるこ
とへの理解と関心を寄せて頂くことを目的に開催します。

身近な相談窓口（気軽に立ち寄れる拠り所）と食料支援の一体化

生活困窮家庭への食糧寄付緊急募集
身近な相談窓口（気軽に立ち寄れる拠り所）と食料支援の一体化

那覇市の社会福祉施設全体の取組目標（5 千点）

生活に困っている方及び相談を受けている方
民生委員児童委員・包括支援センター等

身近な地域で社会福祉法人等施設

連携プラットホーム

身近な相談窓口

拠り所

プラットホーム構成機関
社会福祉施設・自治会・民児協
地域包括支援センター・公民館

NPO 企業等

相談

拠り所

連
携

支援

食料等の物品提供（企業・団体）

＊これまでに食料支援を必要とする世帯の相談内容
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覇
市
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令和5 年（2023年）11月1日（月）～令和6 年（2024年）2月29日（木）
□米（可能な限り2020年度以降の米）
□缶詰 □レトルト食品 □カップ麺 □防災品 □お菓子
※全て未開封、賞味期限３か月以上あるもの　※特にお米の支援ニーズが多くなっています

那覇市社会福祉協議会（那覇市総合福祉センター）
tel.098-857-7766　担当：山城章

募集期間

募集内容

受付場所

生活困窮家庭への食糧寄付緊急募集 那覇市生活困窮世帯応援事業那覇市生活困窮世帯応援事業

２．主　管
　 共　催

１．趣　旨

那覇市社会福祉法人等施設連絡協議会チャリティーボウリング実行委員会
社会福祉法人那覇市社会福祉協議会

３．後　援 沖縄県ボウリング場協会

４．期　日 202３年1２月1日（金）～2024 年2 月２９日（木）
５．場　所 沖縄県ボウリング場協会加盟の3会場

６．参加方法及び参加料

チャリティーボウリングの依頼文書、申込書は、別紙に作成していますのでご協力ご活用お願いいたします。

社会福祉法人那覇市社会福祉協議会の発行する参加券を、社協で購入し、
大会期間中の都合の良い日にプレーする。

●差引純利益は、生活困窮世帯及び子どもの居場所等の支援に充てられます

＊シューズ代は自己負担（３00 円）です。

参加券は1枚1500 円（2ゲームのプレー代金含む）

７．問い合わせ 社会福祉法人那覇市社会福祉協議会
那覇市金城 3-5-4
tel.098-857-7766　Fax.098-857-6052
地域福祉課　ちゅいしぃじぃ事業（山城章）

スカイレーン
サラダボウル
エナジックボウルサザン

☎098-858-1005
☎098-869-0204
☎098-888-5656

那覇市具志 875

那覇市辻 3丁目４-１

南風原町字宮平 460-1

202３年（令和５年）度 ちゅいネットなは
チャリティーボウリング大会開催要項
202３年（令和５年）度 ちゅいネットなは
チャリティーボウリング大会開催要項

食料寄付のチラシ、申込書は、別紙に作成していますのでご協力ご活用お願いいたします。

寄　贈
食料支援

令和4年度（1年間）
受付件数
相談件数

16,835点
5,222 点

125件
233件

寄　贈
食料支援

令和5年度（4月～10月までの5か月）
受付件数
相談件数

5,666点
4,041点

94 件
183件

・小学校に通う小６男子に家庭でご飯を食べていない様子があり、
　支援員の顔を見るたび、お腹が空いたと声を掛けに来る。

・50代男性　所持金が３０円しかない。電気・ガス止まったまま。
　食べるものがない。

・3名世帯。子は小3、小6年生。生活が厳しくて食べる物もない。

・外国人夫婦。来日 8 年、産後 3 か月、夫は学生ビザの関係で
　働く時間が限られていて収入面が不安定。


